
令和 8年度 全国病院歯科衛生士連絡協議会参加報告 

 

開催日時：令和 8年 9月 19日（土）12：30～16：45 

開催場所：東京科学大学 3 号館 18 階保健衛生学科講義室 

 

第 1 部 

「最近の歯科保健医療の動向」 

厚生労働省歯科保健課 課長 小嶺 祐子氏 

歯科保健医療を取り巻く状況、生涯を通じた歯科健診の推進、歯科衛生士の業務

のあり方等に関する検討の状況について２０４０年の人口構成の変化に向けて

の取り組み等について沢山の資料を使用し講義頂きました。 

第２部 

ワークショップ 

なんとなく指導からの卒業 

～歯科衛生士ラダーで整える新人教育～ 

ミニレクチャーのあとグループごとに事例①新卒の歯科衛生士②１０年間歯科

クリニックのみに勤務していた歯科衛生士について新人教育プランのグループ

ワークを行いました。 

私の参加したグループは事例②でした。新人が入職する前に担当を決める事、打

ち合わせを行い業務のすり合わせを行い受け入れる側の準備も必要であり、入

職後は電子カルテの見方、記録の書き方、物品の注文の方法など病院ならではの

必要な事があること、また離職につながらない様な精神的なケアも必要等色々

な案が出されました。 

ラダーの使用やマニュアルの活用を行う必要があるが、マニュアルは先生が変

わるごとに改定され膨大なものになり活用が難しい状況になっている場合やマ

ニュアル自体がない等様々でした。 

最後にグループごとに発表を行いました。 

協議会に参加し歯科保健医療の動向について知識を得ることが出来ました。ま

た、グループワークを通じ他病院でも同じ悩みを持ちながら勤務していること

等を共有し意見交換が出来てとても有意義な時間でした。ありがとうございま

した。 

 

理事（臨床歯科保健） 

持田 雄子 


